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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１６年度採択拠点事業結果報告書 
 

１．機 関 の 

  代 表 者 
  （学 長） 

（大学名）    京都薬科大学 機関番号 ３４３０６ 

(ふりがな<ローマ字>)      Nishino  Takeshi 
（氏 名）     西野 武志 

 

京都薬科大学―1頁 

 

２．大学の将来構想 

 

教育における将来像 

京都薬科大学は、規模の小さな単科大学である

が、125 年の歴史を持ち、建学の精神「愛学躬行」

に基づき、「国民の健康を支える医療人として、

生命の尊厳を基盤とし、人類の健康と福祉に貢献

すること」を教育理念としてきた。その理念に沿

って、本拠点形成事業では、①医療に関する幅広

い専門知識、豊かな教養と人間性、高い倫理観を

兼備した医療を支える薬剤師（高度な専門人）の

養成、②高度な薬学専門知識を生かした先導的研

究により、臨床面のみならず創薬科学、環境科学、

社会科学などの分野で貢献できる有為な人材（高

度な研究人）の養成を目標として、特色ある基礎

および臨床薬学教育研究活動を推進する。 
研究における将来像 

本学では、学術フロンティア推進事業、オープ

ン・リサーチ・センター整備事業、ハイテク・リ

サーチ・センター整備事業等を推進し、常に高い

モチベーションの中で創薬研究を行ってきた。そ

こで、従来から行われてきた創薬手法に加えて、

ハイスループットスクリーニングやプロテオミ

クス解析なども取り入れた最新の手法を積極的

に取り入れることにより、それらの事業から生み

出される成果をより強固で革新的な研究基盤へ

の開拓へと結びつける。創薬科学フロンティア研

究センターを中心に学内の研究者が互いに連携

し合うことにより、エイズ、がん、アルツハイマ

ー病などの難病克服のための新薬開発研究を目

指し、新世代創薬を確立することにより世界をリ

ードする拠点を形成し、小さくとも輝ける大学を

目標に掲げる。 
本拠点『伝承からプロテオームまでの統合創薬

の開拓－生物分子基盤の革新的難病治療薬創製

－』では、以上のような構想を実現するために、

「人材育成システム」と「研究基盤システム」と

を組織し、大学として、以下のような学長を中心

としたマネジメント体制のもとで拠点形成を実

施する。 

 
 
１）学内予算措置 

大学予算の配分：学内予算の配分は、平等主義

から脱却し評価を中心とする傾斜配分に移行す

る。研究計画書と当該年度の成果の評価に基づい

て、学長を中心に副学長・各部長からなる予算委

員会で公正な判断のもとに決定する。 
学内施設の整備：創薬や薬学基礎研究の支援に

重要な役割を果たしている放射性同位元素(RI)
研究センター、動物研究センター、共同利用機器

センター、薬用植物園のさらなる機能の充実を図

るために、これらの施設と情報処理教育研究セン

ター、臨床薬学教育研究センター等を含む教育研

究総合センターを整備する。 
２）教育研究組織の改編 

大学組織の再編：これまでの 25 研究室を、創薬

科学系、分析薬科学系、生命薬科学系、病態薬科

学系、医療薬科学系、基礎科学系、薬学教育系の

7 つの系に分類し、大講座制の導入により、個々

の研究室単位ではなく科学系として大局的な視

点から様々な問題に対応できる充実した教育研

究の機能体制の強化を図る。 
新大学院の設置：薬学部では、平成 18 年度入学

生から 6 年制に移行するため、学部 6 年制に対応

した大学院博士課程を設置申請する。また、旧 4
年制のもとでの大学院博士前期課程ならびに後

期課程についてもその教育理念や目的を明確化

し、現実に即した人材育成の強化を図る。 
３）拠点形成のための支援体制の整備 

COE 拠点室の設置：COE 拠点室を設置して専

属の要員を配置することにより、拠点形成を円滑

な推進を図る。また、国際交流担当の要員を常駐

させ、外国人学生・研究者の受け入れや国際学会

の開催を積極的に行い、学内の活性化やグローバ

ル化を目指す。 
リエゾンラボの設置：学内の研究連携および最

新の創薬技術などを取り入れるために、研究スタ

ッフを常駐したリエゾンラボ(研究室)を設置し、

必要に応じて短期研修やセミナーを実施する。 
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３．達成状況及び今後の展望 

 
【達成状況】 

１）学内予算措置 

研究費の配分は、世界的な教育研究拠点を形成

すべく毎年刊行している京都薬科大学業績録に

従い、業績に応じて行うように改革された。 
学内施設としては、臨床薬学教育センターが本

事業の期間(平成 20 年 3 月)に竣工した。現在、

新たな教育研究棟の躬行館（5 階建てと 3 階建て）

が工事中であり、平成 22 年 2 月に竣工を迎える

ことになっている。躬行館には、6 分野の研究室

の他、図書館、実習室などが配置される。 
２）教育研究組織の改編 

これまで研究室単位であった教育研究体制を改

編し、研究室を 7 つの科学系に分類しそれぞれの

系長を決めて、人事も含めた諸問題により実効の

ある対応を取ることができるような体制とした。

また、臨床薬学における教育研究をさらに充実す

るために、平成 21 年 4 月に臨床腫瘍学分野を新

設した。 
大学院に関しては、現在、旧 4 年制の大学院博

士前期課程には薬学専攻と臨床薬学専攻の 2 専攻

が存在するが、6 年制薬学の進行とともに臨床薬

学専攻は廃止し、6 年制薬学部修了後の大学院博

士課程の設置を平成 22 年 6 月までに申請するこ

ととなった。 
また、本学では、これまでも若手研究者の海外

留学や国際学会での発表等を助成・支援してきた

が、博士課程後期の大学院生らが中心となって自

主的運営組織「若手研究者の会」を立ち上げたの

を機に、大学としても側面的なサポートを行い、

その成果として、大学院生が国際学会等で数多く

の Award を受賞するなど、目に見える形で成果が

生まれてきた。 
３）拠点形成のための支援体制の整備 

COE 拠点形成事業の円滑な推進のため、COE
拠点室を設置して、マネジメント部門に広報・企

画進捗管理担当者 2 名と国際交流担当者 1 名を配

置した。COE 拠点形成事業によって根付いたグロ

ーバル化によって、実際に、世界の国々から学

生・ポスドクが集まり、現在、博士後期課程在籍

者の約 30%を外国人が占めるようになった。 
また、リエゾンラボとしてプロテオーム支援室

を開設し、特任准教授 1 名を配置した。プログラ

ム推進における研究支援・教育支援・情報支援の

担当者として、各担当に COE 助教または特任講

師を配置し、学長および拠点リーダーを中心とし

た教育研究拠点の形成と学内連携の推進をサポ

ートするようにした。さらに、私学助成の補助金

制度なども利用して、プロテオーム解析用飛行時

間型質量分析装置などの大型分析機器を購入し、

学内共同利用機器として整備を進めた。 
以上のような支援の具体的な結果として、実際

に、アルツハイマー病関連プロテアーゼ BACE1
の阻害剤の設計、抗糖尿病伝承薬「サラシア」の

有効成分の同定と医薬化学展開、抗がん剤・パク

リタキセルプロドラッグの開発、遺伝病治療薬の

リード・ネガマイシンの効率の良い新規不斉合成

ルートの確立、パーキンソン病関連 DJ-1 による

ドパミン神経保護作用の解明、伝承薬物の作用機

序のプロテオーム解析など、数多くの特筆すべき

研究成果が本事業から生まれた。 
４）その他 

中国・遼寧省の瀋陽薬科大学をはじめとする国

内外の大学との間に学術交流協定の締結を積極

的に進め、優秀な大学院生やポスドクの確保に努

めた。また、逆に、学内の優秀な若手研究者を海

外研究機関に短期的に派遣するインターンシッ

プ制度を設けたり、海外の国際学会での発表・参

加の機会を増やすために財政的な支援を行った。 
 
【今後の展望】 

今後、全教員に任期制を拡大し、人事の流動性

を担保することにより、高い研究水準の維持に努

める。また、平成 22 年度より、創造性の高い先

進的な研究や若手研究者による萌芽的研究には、

大学独自の科学振興基金を優先的に配分する制

度を設ける予定である。さらに、組織改編として

は、南校舎の敷地にある施設の整備・統合を進め、

新たに生命科学分野の研究室を設けることを予

定している。現在、京都府立医科大学、京都工芸

繊維大学、京都府立大学との連携による共同大学

院の創設を検討中であり、これによりさらに高度

な教育研究基盤の構築が期待できる。 
本学では、これら一つ一つの細やかな改革を継

続的に推し進め、本拠点で培った基盤や資産をジ

ャンピングボードとして、さらに創薬研究分野を

特長とする小さくとも輝ける大学へと邁進する

所存である。 
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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１６年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名 京都薬科大学 学長名 西野 武志 拠点番号 K26 

１．申請分野 Ｋ〈革新的な学術分野〉 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 

伝承からプロテオームまでの統合創薬の開拓 －生物分子基盤の革新的難病治療薬創製－

( Development of Drug Discovery Frontier Integrated from Tradition to Proteome ) 
※副題を添えている場合は、記入して下さい(和文のみ)

    研究分野及びキーワード <研究分野： 薬学 >(ゲノム創薬)(天然薬物学)(医薬分子設計)(生物活性物質)(ﾄﾞﾗｯｸﾞﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰ) 

３．専攻等名 薬学研究科薬学専攻・創薬科学フロンティア研究センター 

４．事業推進担当者        計 １８ 名 

ふりがな<ローマ字> 

氏  名 所属部局(専攻等)・職名 
現在の専門 
学 位 

役割分担 
(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  

（拠点リーダー） 

木曽
Kiso

 良明
Yoshiaki

 

薬学研究科(薬学専攻)・創薬科学フ

ロンティア研究センター長・教授

医薬化学 

薬学博士 
拠点形成の統括と生体分子を標的とする空間

認識を探索した難病治療薬創製 

吉川
Yoshikawa

 雅之
Masayuki

 
薬学研究科(薬学専攻)・創薬科学フ

ロンティア研究センター・教授 

生薬学 

薬学博士 

伝承薬物の分子基盤の解明と生活習慣病予防

物質の開拓 

野出
Node

 學
Manabu

 
薬学研究科(薬学専攻)・創薬科学フ

ロンティア研究センター・教授 

有機合成化学 

薬学博士 

ヒガンバナ科植物含有アルカロイドを素材と

する脳関連医薬品の創薬 

廣田
Hirota

 俊
Shun

 (H19.4.1交替) 
薬学研究科(薬学専攻)・助教授 

薬品物理化学 

博士(理学) 

アルツハイマー病のラジカル由来発病機構の

解明とその抑制 

谷口
Taniguchi

 隆之
Takashi

 薬学研究科(薬学専攻)・教授 
病態生理学 

医学博士 
脳高次機能の解析と疾患モデル動物の作成 

上西
Uenishi

 潤一
Junichi

 
薬学研究科(薬学専攻)・創薬科学フ

ロンティア研究センター・教授 

有機合成化学 

薬学博士 

生体分子認識機構を基盤とする新規硫黄糖の

創成と生理機能開発 

山本
Yamamoto

 昌
Akira

 薬学研究科(薬学専攻)・教授 
生物薬剤学 

薬学博士 

難治性疾患治療薬の投与最適化のためのトラ

ンスポーターの探索 

小暮
Kogure

 健太朗
Kentaro

 (H19.4.1交替) 
薬学研究科(薬学専攻)・教授 

生物物理化学 

博士(薬学) 
生理活性物質の投与最適化のための製剤設計

河野
Kohno

 茂勝
Shigekatsu

 薬学研究科(薬学専攻)・教授 
薬理学 

薬学博士 
難治性アトピー性疾患治療薬の創製 

後藤
Gotoh

 直正
Naomasa

 薬学研究科(薬学専攻)・教授 
微生物学 

薬学博士 

難治感染症耐性克服のための新規化学療法の

創生 

竹内
Takeuchi

 孝治
Koji

 薬学研究科(薬学専攻)・教授 
薬物治療学 

薬学博士 

粘膜防御機構を基盤とする副作用の少ない抗

炎症薬の創製と開発 

林
Hayashi

 良雄
Yoshio

 
(H19.3.31辞退, H20.4.1交替) 

薬学研究科(薬学専攻)・客員教授
医薬化学 

薬学博士 

チューブリン蛋白を標的とする環状ペプチド

を基盤とする抗がん薬の創製 

松田
Matsuda

 久司
Hisashi

 
薬学研究科(薬学専攻)・創薬科学フ

ロンティア研究センター・准教授

生薬学 

薬学博士 

天然薬物を素材としたがん転移抑制および分

化誘導物質の創製と開拓 

山下
Yamashita

 正行
Masayuki

 薬学研究科(薬学専攻)・教授 
機能分子化学 

薬学博士 

複素環系天然物を素材とする生物活性化合物

の合成と難病治療薬への展開 

木村
Kimura

 徹
Tooru

 
薬学研究科(薬学専攻)・創薬科学フ

ロンティア研究センター・准教授

医薬化学 

薬学博士 

プロテアーゼを標的とする空間認識を探索し

た難病治療薬のデザインと合成 

北村
Kitamura

 佳久
Yoshihisa

 薬学研究科(薬学専攻)・准教授 
病態生理学 

薬学博士 
幹細胞の再生機能解析と薬理ゲノミクス 

橋本
Hashimoto

 貴美子
Kimiko

(H17.3.1追加) 
薬学研究科(薬学専攻)・創薬科学フ

ロンティア研究センター・准教授

天然物化学 

博士(理学) 

生物が生産する特異的化合物の構造とその生

理活性機能の解明 

梶本
Kajimoto

 哲也
Tetsuya

 
(H17.3.1追加, H20.4.1交替) 

薬学研究科(薬学専攻)・創薬科学フ

ロンティア研究センター・准教授

生物有機化学 

薬学博士 

酵素反応を利用した医薬品リード化合物の合

成 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １６ １７ １８ １９ ２０ 合  計 

交付金額(千円) 130,000 110,000 104,080 
119,000 

（ 11,900 ）

129,000 
（ 12,900 ） 

592,080 
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６．拠点形成の目的 

 

背景・目的 

四半世紀以前には希少であったりあるいは問

題とならなかった疾病が、21 世紀に入り深刻な現

代社会病となって増加してきている。例えば、ア

ルツハイマー病､アレルギー疾患､エイズや SARS
などのウイルス性疾患､糖尿病､ストレス性潰瘍

などがあり、これらの疾病の克服は国際的にも急

務の課題である。本拠点では、現在社会的に画期

的な治療法が望まれている「難治性疾患」を伝承

医薬からプロテオームまでの生物分子的な視点

から捉えて､新世代創薬システムを開拓するとと

もに、発症機構の解明を世界最高水準の研究レベ

ルで行う｡ 
これらの疾患の特徴は複雑な要因が絡み合っ

て発症しているという点にあり、メカニズムが複

雑であるため諸分野からの統合的な検討が必要

であった。本学にはそのような複雑な現代病をも

抑え込む、数多くの「伝承薬」由来の化合物を中

国・インド・エジプトなどの世界中の資源から

次々と発見、単離してきた実績がある。また、医

薬化学において成果を上げている創薬科学フロ

ンティア研究センターの創薬研究基盤がある。そ

こにプロテオーム技術等の複合的な知識・技術を

投入して拠点を形成することで、生命現象の基本

である分子間相互作用を基盤として、ある点では

伝承薬に立ち帰り、またある点では低分子リガン

ドの蛋白スペースを考察して、多角的に難治性疾

患治療薬の創製とともに難治性疾患の発症機構

の解明を目指すものである。 
 

本拠点の体制・概要 

本拠点では、アルツハイマー病をはじめとする

難治性疾患を克服するという最先端の研究主題

を設定している。この問題を薬物分子と生体分子

の視点に立って解決すべく、①高度な機器や最新

の研究施設環境のもとでの、分子認識を基盤とし

た世界をリードする分子薬学の研究基盤の構築、

および②基本的な疾病のメカニズムの解明や新

しい薬物分子の開発を切り拓ける高度な薬学研

究者と医療に直接貢献できる高度な薬剤師の養

成を目指す。具体的には、拠点の体制を大きく「研

究基盤システム」と「人材育成システム」に二分

し各業務の効率的な推進を図る。 

「研究基盤システム」においては、生物分子を

基盤とした最高水準の科学研究拠点を構築すべ

く、学内の事業推進に関わる研究チームを「統合

創薬推進ユニット」と「創薬基盤技術開拓ユニッ

ト」とに分けることにより、ユニット間・チーム

間での連携体制を構築し、創薬を目指した高度な

研究基盤を確立する。 

 
ユニット制に基づく分担の明確化と情報共有 

また、すでに設置されている共同利用機器利用

センター、情報処理センターなどに加えて研究教

育支援センターとしてプロテオーム支援室を設

置し、人員を配置してリエゾンラボとして研究連

携の支援を行う。 
「人材育成システム」においては、博士号を有

し高度な創薬研究活動を担える人材および高度

な臨床医療活動に従事できる人材を育成する新

しい薬学教育組織の構築を実現するため、研究を

支える優秀な人材を確保し活発な研究活動を推

進する。海外からの外国人学生・研究者の受け入

れによって研究活動の活性化、国際交流の充実を

図る。自己の所属する研究室だけの狭い範囲のト

レーニングだけにとどまらず、リエゾンラボとし

てのプロテオーム支援室への短期参画や複数ア

ドバイザーとの定期的な交流を通じて、自らの知

的興味の向上だけでなく、課題探求能力旺盛な、

みずみずしい発想を生み出す若い人材の養成を

目指す。 
これらの取り組みにより事業終了後には、①難

治性疾患に対する標的蛋白スペースの考察とそ

のリガンドの設計の方法論の確立と具体的な新

規医薬品シーズの供給、②疾病の発症機構と薬剤

の作用機構の解明、③事業担当者による分野横断

的な研究体制と教育体制の活性化、④みずみずし

い感覚と優れた論理的思考力を合わせ持つ力量

ある薬学研究者の養成、⑤高度な科学的知識に裏

付けられた臨床系薬学博士の学位を持つ薬剤師

の養成、などが期待される。 
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７．研究実施計画 

 
❶ 本学では、基質ペプチドの遷移状態概念に基

づき、様々なプロテアーゼ阻害剤を開発してき

た。本拠点では、まず、遷移状態を模倣した

hydroxymethylcarbonyl (HMC)イソステアを含む

HIVプロテアーゼの阻害薬の研究を発展させるこ

とにより薬剤耐性を克服できる抗 HIV 薬の開発

を目指す。 

 
HIV プロテアーゼ(リボン表示)に結合した 

遷移状態模倣型阻害薬 KNI-272 

また、本学では、遷移状態概念によるアプロー

チを抗マラリア薬の設計にも適用してきている。

特に、本学で設計したマラリア原虫のプロテアー

ゼ plasmepsin II (Plm II)に対する阻害剤は、クロ

ロキン耐性マラリア原虫にも効果を示している。

また、それらのうち高活性の KNI-10006 は、Plm II
の関連プロテアーゼ Plm I、Plm IV および活性部

位にヒスチジンをもつ HAP に対しても阻害活性

を示し、Science, 301, 143 (2003)の誌上において

「Searching Adaptive Space」としてハイライトされ

た。そこで、本拠点でも、さらに詳細な構造活性

相関研究を行うことにより実用的な抗マラリア

薬を開発する。 
このように、遷移状態概念に基づくタンパク質

空間探索の方法論は、多くのアスパラギン酸プロ

テアーゼ阻害剤創製の手法として応用展開させ

ることが可能である。2003 年に新型肺炎 SARS 関

連コロナウイルスの全ゲノム配列が明らかにさ

れたが、われわれはいち早くゲノム解析を行い、

米国NIHの合意の下に SARS関連コロナウイルス

プロテアーゼの阻害剤設計に関しても研究をス

タートさせている。 
❷ 本学では、アルツハイマー病の治療薬として

注目されているヒガンバナ科植物アルカロイ

ド・ガランタミンの効率的な全合成にも成功して

いる。引き続き、アルツハイマー病およびパーキ

ンソン病に対する関連診断薬を設計すべく合成

研究を行う。 

また、アルツハイマー病の原因アミロイド形成

に関与する β-セクレターゼ(BACE1)がアスパラ

ギン酸プロテアーゼであることから、上記のプロ

テアーゼ阻害剤の開発戦略と同様に制御分子の

医薬化学研究を行う。すでに、細胞においても有

効な低分子BACE1阻害剤の開発に成功しており、

今後、膜透過性の高い阻害剤の開発を目指して研

究を続け、動物の個体レベルでも有効な抗アルツ

ハイマー病薬を設計する。 
さらに、アルツハイマー病およびパーキンソン

病における脳内変性タンパク質の沈着メカニズ

ムを生化学的に解明することにより、マウス幹細

胞の移植などによる新たな手法を革新的な治療

法に結びつける。 
❸ 抗がん薬研究においては、副作用や薬剤耐性

の出現の問題から、がん細胞に特異性の高い分子

標的薬の開発が求められている。このような問題

を解決するため、がん細胞の増殖時に盛んに合成

される微小管タンパク質 tubulin の重合を抑える

環状ジペプチド誘導体の医薬化学研究や既存の

タキソイド系抗がん薬の水溶性プロドラック化

を進め、がん治療およびがん患者の QOL 向上に

貢献する。 
❹ 世界中の伝承薬物を素材に一連の抗糖尿病活

性化合物の検索を行い、既に市販されている強力

なグリコシダーゼ阻害剤 salacinol を見出した。引

き続き一連の植物インスリンとよばれる天然由

来の抗糖尿病活性化合物を検索する。さらに、新

規に開発したチオ糖の合成法を駆使して、硫黄を

中心に有する疑似糖を広く合成し、グリコシダー

ゼ活性を調べるとともに、硫黄糖の分子認識機能

の可能性を探る。 
また、西洋ハーブやスパイスなどから抗アレル

ギー薬、抗肥満薬のシーズ探索研究を行う。また、

これに関連してアトピー疾患モデルの開発と解

析研究を行う。 
❺ 食生活の変化に伴う消化器機能の変化や薬物

治療時における消化器機能の損傷は、現在社会の

飽食、運動不足ゆえの新たな問題である。加えて

社会構造による個人のストレスが消化器傷害の

原因として考えられる。これら消化器疾患を新し

い視点から捉えるべく、日常的に使用されている

抗炎症薬が引き起こす消化管傷害の本質をメカ

ニズム的に解明し、現代病である胃炎傷害の治療

法を開拓する。 
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８．教育実施計画 

 

教育の実情と本拠点が目指す将来の人材 

従来の求人システムでは、高度に成長した技術

的基盤のもと、既に方向付けられた研究や生産を

忠実に間違いなくこなす人材が求められ、かつそ

の方向で大学院教育も遂行されてきた。しかしな

がら、21 世紀社会においては医療分野を含めて

様々な分野で「知」を活かし、科学が解決すべき

未知や未解決の様々な問題に立ち向かってゆく

必要があり、問題提起能力・解決能力を有し創造

性あふれる有能な人材が求められている。 
そこで、本拠点においてはこれを先取りし、以

下のように、創薬研究に携わる博士研究者や博士

号を有する臨床薬剤師の育成を目指す。 
①みずみずしい感覚と優れた論理的思考力をあ

わせ持つ力量ある薬学研究者の養成：創薬研究に

おいて新しい付加価値を創出する機会は、決して

偶然性の多寡に依存するものではなく、極めて論

理的に、かつ創造性あふれる柔軟な思考のもとに

生まれてくる。したがって、そのような新しい価

値を生み出すみずみずしい感覚と論理的に優れ

た思考力を合わせ持つ力量ある薬学研究者の供

給が、まさに現代の薬系大学院教育に課せられた

大きな使命である。 
②高度な科学的知識に裏付けられた臨床系薬学

博士の学位を持つ薬剤師の養成：一方、臨床現場

における薬剤の使用では、専門の薬剤師が関与し

ない状況が長く続いてきたが、近年、臨床におい

て、医師に協力し十分な薬学的知識を持つ薬剤師

の必要性と役割が求められるようになり、多くの

薬学研究科にそのための修士課程が設置された。

しかし今日の医学の急速な発展状況を鑑みると、

ゲノム創薬を基盤としたテーラーメード医療の

時代がほどなく訪れ、より高度なレベルで対応が

できる薬剤師が必要とされることは間違いない。

現状では、高度な職業人としての博士レベルの薬

剤師を養成する教育対応は極めて緩慢であり、ま

さにこれからは高度なサイエンスを修得した博

士レベルの臨床薬剤師の人材供給が望まれる。 
 

具体的な人材養成プラン 

従来型の実験科学に重点をおいた大学院教育

を改良し、論文業績達成型の博士教育でなく、創

造性あふれ課題提起能力・問題解決能力に富む人

材育成に取り組むことが必要である。そのために

は博士課程学生を指導教授が個々の研究につい

て指導するだけではなく、周辺の専門分野または

あえて異分野の教授も含めた集団体制で教育す

る取組みが必要であると考える。具体的には次の

ような教育体制を設置し、人材教育を計画的に行

う。 
(1) 大学院教育の実質化 

統合創薬科学研究を重視した大学院教育を行

うため、5 年制博士課程の一貫した大学院教育体

制を確立し、1 年次の午前中に専門知識を得るた

めの講義を集中させ、2 年次以降は終日研究室で

課題研究に集中できるようなカリキュラムを編

成する。特筆すべき優れた研究業績をあげた者

は、期間を短縮して博士(薬学)の学位を取得する

ことができる制度を導入し、大学院教育の実質化

を図る。 
また、公開セミナーや配属された各研究室にお

ける英語論文講読演習、学会発表などを通してプ

レゼンテーション能力の向上を図る。 
(2) 分野横断的教育による広い視野の養成 

サブメンター制度：博士後期課程学生に、一人

一人に対して、所属する研究室とは異なる研究室

の教官を副指導官(サブメンター)として選任し、

担当指導教官とは異なる視点から研究活動や学

生生活全般にわたる助言を行うことにより、学生

が広い視野を身につけられるようにする。 
リエゾンラボ等の設置：最新のプロテオーム技

術などを備えたリエゾンラボ(プロテオーム支援

室)を設置し、大学院生を対象とした技術研修や

最新技術に関するコロキウムを開催する。 
(3) 国際感覚あふれる若手研究者の育成 

学内で国際シンポジウムや講演会・セミナーな

どを頻繁に開催し、第一線で活躍中の国内外の著

名な研究者と直に接する機会を設け、学究的な向

上心に刺激を与える。また、学生による国際学会

等での発表を積極的に奨励し、語学力やコミュニ

ケーション能力の向上を図る。 
また、希望者には、夏季休暇を利用して海外の

大学等へ渡航し研修することを支援するインタ

ーンシップ制度を設ける。 
(4) その他 

産業界、医療機関など実社会で活躍している社

会人との交流の場を設け、大学院時代から実社会

に馴染む制度を確立する。 
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９．研究教育拠点形成活動実績 

 

①目的の達成状況 

 

1)世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体の

目的達成度 

本拠点形成の目的は、アルツハイマー病、エイ

ズ、マラリア、がん、糖尿病などの「難治性疾患」

の治療薬を伝承医薬からプロテオームまでの生

物分子的な視点から捉えて、新世代創薬システム

を開拓し発症機構を解明することにある。 
そこで、「研究基盤システム」においては、本

事業に参加する研究チーム・研究者を「統合創薬

推進ユニット」と「創薬基盤技術開拓ユニット」

とに分け、相互の連携を図るために､拠点リーダ

ーの下でこれらを束ねる COE 運営委員会を組織

した。さらにリエゾンラボとしてプロテオーム支

援室を立ち上げ、特任准教授・講師、COE 助教を

採用してこれらの組織の有機的連携を図った。 
その結果、この 5 年間で「実際に生きたラット

の脳内でアミロイド物質を減少させる優れた抗

アルツハイマー病薬の開発」、「抗筋ジストロフ

ィー活性を持つ抗生物質ネガマイシンの迅速な

不斉合成法の確立と創薬化学への応用」など、数

多くの優れた共同研究の成果が生み出され、さら

に、臨床試験に入った薬剤(新生血管内皮障害を

機序とする抗がん薬 KPU-2)や試薬として発売さ

れた化合物(O-アシルイソジペプチドユニット)

などを創出している。これらの成果により、本拠

点の研究者が、日本薬学会の学会賞、学術貢献賞、

学術振興賞、薬学ビジョン部門賞などの国内の賞

に加えて、Cathay Award や Akabori Memorial 
Award などの国際賞を受賞し、本拠点が外部の評

価基準においても創薬科学分野において高い水

準を維持していることが証明された。 
また「人材育成システム」においては、学内に

COE 拠点室を設置し、ホームページ更新・ニュー

スレター作成等による情報公開、シンポジウム・

セミナー等の企画・進捗管理、調査等、拠点形成

活動への細やかな支援体制を確立した。特に留学

生の入学時の世話から生活面でのアドバイスに

至るまで幅広くサポートすることにより、中国、

フランス、ドイツ、カナダ、ポーランド、インド

など世界中の国々から若手研究者が集まり、現

在、博士後期課程在籍者のうち、外国人が 30%前

後を占めるようになった。さらにその波及効果と

して、留学生を含む学内の若手研究者で構成され

た「若手研究者の会」の活動がすべて英語による

ものとなり、日常の学生生活の中から語学力・コ

ミュニケーション能力の向上とグローバル化が

浸透するという好影響を生じた。「若手研究者の

会」主催の研究交流会や国際シンポジウム中に設

けられた Young Investigators’ Mini-Symposium に

おいては、本学学生の講演内容やプレゼンテーシ

ョン力について、審査を担当した国内外の先生方

から高い客観的評価を得ることができた。また、

学外の国際学会などの場においても、博士後期課

程在籍者が、「3rd International Peptide Symposium/ 
28th European Peptide Symposium」における“Dr. 
Bert L. Schram Award (2004 年)”、「XVI Inter-
national Symposium on Drugs Affecting Lipid 
Metabolism」における“Young Investigator Award 
(2007 年)”、「30th European Peptide Symposium」

におけるペプチド合成化学での最優秀賞“Thieme 
Chemistry Poster Award (2008 年)”など、多くの賞

を受賞した。これらの評価は、本拠点での人材育

成が卓越したものであることを実証している。 
以上のように、外部識者の評価や学会等におけ

る公平な客観的判断基準から、研究面・教育面の

いずれにおいても、本拠点における世界最高水準

の研究教育拠点形成の目的は十分に達成したと

判断できる。 
 

2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

・「若手研究者の会」の効用 

博士後期課程の学生を中心とした学内の若手

研究者有志 50 余名が「若手研究者の会」を立ち

上げた。同会では毎年「研究交流会」を開催して

大学院生やポスドクが英語を用いて発表を行う

ことにより、英語力やプレゼンテーション能力、

コミュニケーション能力を向上させ、分野の異な

る研究者同士の意見交換を通じて広い視野を養

ってきた。その活動は開催を重ねるごとに発表に

おけるスキルや自主性が高まり、学外の先生方か

らも若手研究者の発表に対して非常に高い評価

を得た。 
・若手研究者レベルでの国際交流の活性化 

「伝承から」が意味する伝承薬物の薬学研究を

推進するために、2005 年に中国・遼寧省の瀋陽薬

科大学に COE 海外拠点室を開設し、同大学との
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間に交換留学生制度を築いた。また、学内では

COE 拠点室の国際交流部門担当者により、生活面

に至るまで外国人研究者のサポートを充実させ

た。その結果、中国をはじめとする世界中の国々

から若手研究者が集まるようになった。 
若手研究者のための事業経費は、博士後期課程

学生のＲＡ制度や若手ポスドクの雇用という形

以外にも、国際学会に参加するための旅費を支援

するために費やされ、若手研究者が国際舞台で活

躍する機会を増やした。また、本拠点においても、

大規模な国際学会を 5 回、国内学会を 8 回、講演

会を 52 回開催し、若手研究者が直接、第一線級

の研究者と触れ合う機会を設けた。 
・キャリアパス形成と人材の輩出 

博士課程の修了後やポスドク経験者の進路は、

日本学術振興会の海外特別研究員として海外(米

国シカゴ大学)に留学中の者をはじめ、ワシント

ン大学、南カリフォルニア大学、パーデュ大学な

ど、世界中の大学の准教授・助教、企業の研究職、

臨床薬剤師などに就いて活躍している。 
 

3)研究活動面での新たな分野の創成や、学術的知

見等 

・新たな革新的創薬論理の開拓 

❶糖尿病を代表とするメタボリック・シンドロ

ームやアレルギー疾患などのように、非常に複雑

な発症機序を有し単一の標的を阻害するだけで

は十分な治療効果が期待できない疾患もある。本

学で世界中から収集している伝承薬物の中には、

多成分が渾然一体となって作用を及ぼし、結果的

にそのような疾患に治癒効果を発揮するものが

ある。そこで、抗アレルギー作用を示す甘茶に関

して、その成分化合物が作用を及ぼす細胞内ネッ

トワークの範囲を同定しプロテオーム解析の結

果とつきあわせることにより、現在、多成分系薬

剤の相乗効果や減毒効果の解明を進めている。ま

た、本拠点では、伝承薬物とは別に、タンパク質

の配列中に多くの生理活性ペプチド群「クリプタ

イド」が隠されていることを発見し、複数のクリ

プタイドが一体となって効能を示すことを明ら

かにした。 
❷アルツハイマー病やアレルギー疾患のよう

に長年かけて徐々に病原が蓄積し発症するよう

な難治性疾患に関しては、すでに生成してしまっ

た病原物質を取り除くことも重要である。本学で

は、脳内に移植したミクログリア細胞が、アルツ

ハイマー病の原因アミロイドを貪食・除去するこ

とを見出した。この成果は、新たな切り口による

革新的アルツハイマー病治療法開発の可能性と

して、日経産業新聞や薬事日報に取り上げられ

た。 
・世界水準の新たな学術的知見 

❸抗糖尿病伝承薬であるアーユルヴェーダ

生薬「サラシア」より、有効成分の α-グルコシ

ダーゼ阻害活性を持つ salacinol を世界に先駆け

て構造決定し、医薬品に適した低分子化にも成功

した。❹分子認識を基盤としたタンパク質スペー

ス探索の方法論により、アルツハイマー病の原因

アミロイド形成に関わるプロテアーゼ β-セクレ

ターゼ(BACE1)に対する阻害薬の医薬化学研究

を行い、低分子として世界で初めて、実際の生き

たマウスの脳内でアミロイド原因物質(Aβペプチ

ド)の量を減少させる KMI-429 を開発した。この

成果は、新聞各紙(日経、産経、毎日、読売、朝

日など)や NHK テレビなどにも取り上げられた。

❺ HIV プロテアーゼ阻害剤とその標的プロテ

アーゼとの複合体を中性子結晶構造解析とい

う最新手法を用いて解析し、結合部位の水素結

合や架橋水分子の存在などの詳細を明らかし

た。この成果は Proc. Natl. Acad. Sci. USA 誌上

に発表されて、新聞各紙（日経、毎日、京都、

中日、科学新聞など）にも取り上げられた。

❻O-アシルイソペプチド法を応用した、光照射

により瞬時に純粋な Aβ ペプチドに変換される

「クリックペプチド」の開発に成功し、アルツハ

イマー病の発症メカニズムの核心に迫る研究ツ

ールとして注目され、日本薬学会第 126 年会でハ

イライトされるとともに、Wiley Encyclopedia of 
Chemical Biology にも掲載され世界的に認知され

た。さらに、O-アシルイソペプチド法でペプチド

を合成する際に有用な原料 O-アシルジペプチド

ユニットが商品化されて、現在、Novabiochem®か

ら販売されている。❼抗がん薬タキソイドの水溶

性プロドラッグ化に成功し､日本薬学会の会員誌

「ファルマシア」(2005 年 5 月号)の Editor’s Eye 欄

で取り上げられた｡➑チューブリンの重合を阻害

しがん細胞の周囲の血管を壊すことを作用機序

とするジケトピペラジン型抗がん薬 KPU-2 を開

発し、臨床試験へと持ち込んだ。この成果は、京

都新聞などに取り上げられた。 



 
 

様式２ 
【公表用】 

京都薬科大学（K26）―7頁 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

本拠点においては、本事業に参加する研究チー

ム・研究者を「統合創薬推進ユニット」と「創薬

基盤技術開拓ユニット」とに分け、拠点リーダー

の下でこれらを束ねる COE 運営委員会を組織し

た。COE 運営委員会の開催は 27 回を重ね、成果

報告会や研究交流会を定期的に開催して学内で

の情報のやり取りを密にした。その結果、学内連

携による数多くの研究成果が得られた。また、

COE 海外拠点室を設置した中国・瀋陽薬科大学と

も、生薬由来の抗糖尿病・抗アレルギー物質の探

索、HTLV-1 プロテアーゼ阻害剤の研究などで多

くの共著論文が生まれた。 
 
5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

「大学ランキング」(朝日新聞出版)の 2010 年度

版最新号(2009年 4月 14日発売)に掲載された「論

文引用度指数ランキング(2003～2007 年)」におい

て、本学は日本の大学・研究機関の中で総合で第

７位となった。また、同誌における「化学論文抄

録誌ランキング」では、米国化学会 Chemical 
Abstractsをもとに計算された大学教員一人あたり

の論文数も、日本の医歯系大学の中で昨年に続き

2 年連続で第１位にランクされた。これらのデー

タは、まさに本学が規模こそ小さい単科大学なが

らも国際的に競争力を持った大学であることを

示している。 
 

6)国内外に向けた情報発信 

公開シンポジウムや研究成果発表会の開催 

[主催・共催 12 回(うち 5 回は国際学会)、協賛 1
回]の他に、本拠点の教育研究の成果を広く知ら

せるため、ニュースレター誌 Frontier News を本事

業期間中に計 13 回発行し、全国に広く配布した。

また、ホームページ(和文・英文)を充実させ、シ

ンポジウム・講演会の開催や公募などの情報を遅

滞なく掲載した。開設以来、和英合わせて 5 万回

以上のアクセスを数えている。 
 

7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形成

のため効果的に使用されたか） 

補助金は、おもにＲＡ制度(5 年間でのべ 101 名

を採用)やポスドク・研究員の採用(同 61 名)、特

任教員等の雇用など人件費に充て、全体の 55％を

占めた。また、研究消耗品、ニュースレターの編

集・発送費用や国際シンポジウム開催時の会議費

等を含む事業推進費は 29％となった。その他、国

内外の学会に参加・発表するための旅費や、外国

人研究者の招へい旅費等に 4％が充てられた。総

じて、拠点形成費等補助金はおもに人的資産の育

成費用に充てられ拠点形成に効果的に使用され

たと判断できる。 
 

②今後の展望 

 

薬学部 6 年制が進行する中、今後、本拠点で培

った「創薬研究における高度な研究基盤」や「国

際性豊かな若手研究者育成のための環境基盤」な

どを原資に、さらに国際的にアクティビティーの

高い拠点大学へと発展させて行きたい。 
本拠点では、COE 海外拠点室を設けた中国・瀋

陽薬科大学だけではなく、すでに、米国・ジョン

ズ・ホプキンス大学、フロリダ大学、国立癌研究

所、アボット・ラボラトリーズ、独国・ルール大

学、韓国・延世大学など、海外の著名な大学や研

究所と活発に共同研究を実施し、本拠点の目指す

難治性疾患に対する薬剤設計を効率的に推進し

てきている。さらに、本学・創薬科学フロンティ

ア研究センターと仏国・モンペリエ大学マックス

ムセロン生物分子研究所との間には、ペプチド医

薬に関する新たな国際共同研究プロジェクトを

準備している。 
今後も外国人や社会人学生を積極的に受け入

れ、ＲＡ制度、インターンシップ制度、セミナー・

国際シンポジウムの開催や、国際学会への参加・

発表支援など、きめ細やかな対応を進めて行くこ

とで、力量ある薬学研究者や高度な科学的知識を

備えた薬剤師の育成に努め、小さくとも国際的に

輝ける大学を目指す。 
 
③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内外

に与えた影響度） 

 

このように拠点では、本 21 世紀 COE プログラ

ムを端緒として、これまで学内で個々に推進して

きた研究を「統合創薬」としてまとめあげ、国際

的にも唯一無二の統合創薬教育研究拠点を形成

してきた。今後ともこの事業を発展させ、人材の

育成や難病治療薬の創製などを通して、社会貢献

できる大学で在り続けたい。 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者

（３名程度）） 

国際シンポジウム  

1) 2004年11月20-22日, 琵琶湖ホテル(滋賀), 国際薬理学学会消化器部門サテライトシンポジウム(IUPHAR-GⅠ

Symposium2004), 参加者91名(外国人40名),主な招待講演者：Gunnar Flemstrom (Uppsala Univ., Sweden), Peter 

Holzer(Medical Univ. of Graz Universitatplatz, Austria), Yvette Tache (UCLA, USA)他. 

2) 2005年9月17-18日, 京都薬科大学愛学ホール, 国際シンポジウム；創薬・天然物 －有機合成化学の展望－

(International Symposium; "New Developments in Synthetic Organic Chemistry of Natural Products and 

Medicines"), 参加者353名(外国人29名), 主な招待講演者：K. C. Nicolaou (The Scripps Research Institute, 

USA), Shahriar Mobashery (Univ. of Notre Dame, USA), Phil S. Baran(The Scripps Research Institute, USA)

他9名. 

3) 2006年3月5-6日, 京都薬科大学愛学館, COE海外拠点室開設記念合同国際会議；統合創薬科学国際シンポジウム

－伝承から構造生物学まで／難治性疾患を標的とした創薬科学研究発表会(Joint International Symposium on 

Integrated Medicinal Science for Drug Discovery – Tradition to Structural Biology /Medicinal Science 
Research on Difficult Diseases), 参加者211名(外国人36名), 主な招待講演者：Jean Martinez (Univ.

Montpellier, France), Ernest Freire (Johns Hopkins Univ., USA), Chunfu Wu(Shenyang Pharmaceutical Univ., 

China)他15名. 

4) 2006年11月10-12日, 京都薬科大学愛学館, 第2回国際生物分子と関連化合物シンポジウム(2nd International 

Symposium on Biochemicules and Related Compounds), 参加者179名(外国人55名), 主な招待講演者：Stephen 

Kent (Univ. of Chicago, USA), Tom Muir (The Rockefeller Univ., USA), Annette Beck-Sickinger (Univ. of 

Leipzig, Germany)他14名. 

5) 2008年12月13日, 京都薬科大学愛学館, 国際シンポジウム：International Symposium on Integrated Medicinal 

Science– On the basis of traditional medicine to biomolecular system –, 参加者230名(外国人25名),主な

招待講演者： Jean Martinez (Univ. Montpellier, France), Ernest Freire (Johns Hopkins Univ., USA), 饗

場弘二(名古屋大学), 深水昭吉(筑波大学). 

その他、国内学会を8回開催し、総計13回の学会・シンポジウムを執り行った。 

 

国際セミナー（創薬科学フロンティア研究センター特別講演会） 

1) 2005年5月13日, 京都薬科大学創薬科学フロンティア研究センター 会議室, “Structural Biology & Drug 
Discovory Frontier” Series 1, 参加者30名(外国人5名), 招待講演者：樋口芳樹(兵庫県立大学). 

2) 2005年9月20日, 京都薬科大学創薬科学フロンティア研究センター 会議室, “Structural Biology & Drug 
Discovory Frontier” Series 2, 参加者27名(外国人7名), 招待講演者： Kit S. Lam（Univ. of California, Davis, 

USA）. 

3) 2005年11月12日, 京都薬科大学創薬科学フロンティア研究センター 会議室, “Structural Biology & Drug 
Discovory Frontier” Series 3, 参加者35名(外国人12名), 主な招待講演者：Ben M. Dunn(Univ. of Florida 

College of Medicine, USA), Alexander Wlodawer (National Cancer Institute, USA). 

4) 2006年4月17日, 京都薬科大学創薬科学フロンティア研究センター 会議室, “Structural Biology & Drug 
Discovory Frontier” Series 4, 参加者37名(外国人4名), 招待講演者： Istvan Toth  (Univ. of Queensland, 
Australia). 

5) 2006年6月20日, 京都薬科大学創薬科学フロンティア研究センター 会議室, “Structural Biology & Drug 
Discovory Frontier” Series 5, 参加者34名(外国人6名), 招待講演者：Michael S. Wolfe (Harvard Medical 

School and Brigham and Women's Hospital, USA). 

6) 2006年10月24日, 京都薬科大学創薬科学フロンティア研究センター 会議室, “Structural Biology & Drug 
Discovory Frontier” Series 6, 参加者22名, 招待講演者：Zhong-Xian Huang (Fudan Univ., China), Henryk 

Kozlowski (Wroclaw Univ., Poland). 

7) 2008年3月24日, 京都薬科大学創薬科学フロンティア研究センター 会議室, “Structural Biology & Drug 
Discovory Frontier” Series 7, 参加者22名(外国人2名), 招待講演者：黒木良太(日本原子力研究開発機構). 

8) 2008年8月26日, 京都薬科大学創薬科学フロンティア研究センター 会議室, “Structural Biology & Drug 
Discovory Frontier” Series 8, 参加者31名(外国人4名), 招待講演者：Alla Gustchina (National Cancer 

Institute, USA), Alexander Wlodawer (National Cancer Institute, USA). 

 その他、特別講演会・公開学術講演会等を開催し、総計52回の講演会・セミナーを執り行った。 
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選
抜するものであればその方法を含む）、実施時期、具体的内容 
 
本拠点では、申請時に掲げた「みずみずしい感覚と優れた論理的思考を合わせ持つ力量ある薬学研

究者の育成」を実現すべく、一貫して若手研究者の育成・支援に力を注いできており、中間評価時に

は、特に教育面において最も高い評価を得ている。 
「若手研究者の会」の設立と効用 

本拠点では、当初より学内の若手研究者の有志 50 余名が「若手研究者の会」を結成し、毎年、研究

交流会を開催して大学院生やポスドクが英語を用いて発表を行うことにより、英語力やプレゼンテー

ション能力、コミュニケーション能力を向上させ、分野の異なる研究者同士の意見交換を通じて広い

視野を持つ人材の育成を図ってきた。その結果、開催を重ねるごとに内容等がレベルアップしており、

事業担当者からの評価も高かった。また、実際に、最近は若手研究者自らの企画で学外より講師を招

いて講演会を行うなど自主的な活動を拡げているが、それら学外講師の先生方からも若手研究者の講

演内容やプレゼンテーションに対して非常に高い評価をいただいている。最終年度となった 2008 年

12 月には、国際シンポジウムの中で若手研究者ミニシンポジウムを併催し、国内外から招いた演者の

先生方に審査を依頼して、優秀な発表者には賞状と研究費を与えて表彰した。 
若手研究レベルでの国際交流の活性化 

中国の瀋陽薬科大学に COE 海外拠点室を設置して同大学との間に交換留学生制度を築くとともに、

学内には、COE 拠点室に国際交流部門担当者を常駐させ、生活面に至るまで外国人研究者のサポート

を充実させた。その結果、中国以外にも、フランス、ドイツ、カナダ、ポーランド、インドなど世界

中の国々から若手研究者を積極的に受け入れ、現在は、博士後期課程在籍者のうち、外国人が 30%前

後を占めるようになった。また、逆に、本学の学生のうち希望する者には、夏季休暇を利用して海外

の大学などに渡航させ短期研修を行うインターンシップ制度を設けた。 
さらに、本拠点では、直接経費のうち 55%を人件費や若手研究者の活動に充てるなど人材育成のた

めに経費を使用してきた。その額の多くは、博士後期課程学生のＲＡ制度や若手ポスドクの雇用に使

われてきたが、若手研究者の国際学会での発表を奨励し、そのための旅費を援助するなどその他の経

済的支援にも支出した。また、学内でも、大規模な国際学会を 5 回、国内学会を 8 回、講演会を 52 回

開催し、若手研究者が直接、第一線級の研究者と触れ合うことができる機会を積極的に設けた。 
細やかな指導体制の確立 

博士後期課程の学生を経済的に支援するＲＡ制度を導入するとともに、COE R.A.一人に対して、指

導教官以外に自己の所属しない研究室の事業推進担当者の中からサブメンター(副指導者)を少なくと

も 1 名選任するサブメンター制度を導入した。サブメンターは COE R.A.の研究活動だけではなく学生

生活全般にわたる助言を行い、よりきめ細やかな指導を徹底し、年度末にはサブメンターからの担当

所見を集めて検証を行った。 
また、リエゾンラボとしてプロテオーム支援室を開設し、学内の若手研究者や学生に短期研修を行

ったり最新技術に関する講習会やコロキウムを開催して、基礎的な研究能力を向上させるとともに新

たな連携研究の端緒となって学内を活性化した。 
取り組み結果としての実際の顕著な成果 

これまでの取り組みは、国内外での若手研究者の活躍に大きく反映されており、実際に、博士後期

課程在籍者が、国際学会などの発表の場では、「3rd International Peptide Symposium/28th European Peptide 
Symposium」における“Dr. Bert L. Schram Award (2004 年)”、「XVI International Symposium on Drugs 
Affecting Lipid Metabolism」における“Young Investigator Award (2007 年)”、「30th European Peptide 
Symposium」におけるペプチド合成化学での最優秀賞“Thieme Chemistry Poster Award (2008 年)”など、

また、学会組織から贈られるものでは、“平成 18 年度日本消化管学会奨励賞(2007 年)”や“平成 20
年度日本薬学会近畿支部奨励賞(2008 年)”など、多くの賞を受賞している(他にもポスター賞や Travel 
Award 等、ここ 5 年間で計 11 件受賞)。これら国内外の場での公平な審査による非常に高い評価は、

本拠点での若手研究者育成の卓越した成果・実績であると考えられる。 
キャリアパス形成と人材の輩出 

博士課程の修了後や本学でのポスドク経験者の進路は、日本学術振興会の海外特別研究員として海

外(米国シカゴ大学)に留学中の者をはじめ、ワシントン大学、南カリフォルニア大学、パーデュ大学

など、世界中の大学の准教授・助教、企業の研究職、臨床薬剤師などに就いて活躍している。 

 



 

 

機関名：京都薬科大学 拠点番号：K26 

 

 

２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果 

 

（総括評価） 

 

設定された目的は概ね達成された 

 

（コメント） 

拠点形成計画全体については、統合創薬の研究教育拠点を目指し、大学から経費支援が

行われ、創薬研究の推進を軸に力量ある薬学研究者の養成に向けた取組みが行われており、

新しい創薬シーズを複数創出するなど、注目すべき成果をあげたものの、人材育成として

の拠点形成については明確でない。 

人材育成面については、力量ある薬学研究者及び臨床系薬学博士の学位を持つ薬剤師の

育成を目指し、多くの博士課程在籍者数が確保され、目標とした人材育成に向けた新しい

カリキュラムやサブメンター制度などが計画されていたが、それらがどのように有機的・

組織的に実施され、どのように機能したのか明確になっておらず、拠点としての組織的取

組みがどの程度行なわれたのか明らかでない。 

研究活動面については、拠点リーダーが中心となってアルツハイマー病や糖尿病治療薬

のシーズの開発に成功したことや、外部資金の導入が高いことは評価できる。しかしなが

ら、これらの研究成果の達成に拠点形成がどのように効果的であったのか、また、組織的

な連携体制がどのように機能したのかについて、明確にする必要がある。 

今後は、伝承薬物と革新的医薬創製技術の融合及び実用化に向けたシステムづくりが強く

望まれる。 
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